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平成２７年度泉州南消防組合議会行政視察報告書 

 

１ 日 程 平成２７年７月２８日（火）から７月２９日（水）の２日間 

 

２ 視察地 ① 菊川市消防本部 

静岡県菊川市東横地３８５番地 

② 志太広域事務組合志太消防本部焼津消防署 

静岡県焼津市石津７２８番地の２ 

 

３ 視察者 泉州南消防組合議会議員 １４名 

      議 長 庄司 和雄 

副議長 道工 晴久 

議員（監査） 阪口  均 

議 員 木下 豊和 

議 員 竹田 光良 

議 員 和気 信子 

議 員 三原 伸一 

議 員 明貝 一平 

議 員 東 小夜子 

議 員 中原  晶 

議 員 岡田 昌司 

議 員 寺本 順彦 

議 員 中庄谷 栄孝 

議 員 鱧谷 陽子 

 

随 行 消防長 北川  悟 

総務課主幹 北谷  守 

 

４ 視察概要 

【１日目】 

（１）菊川市消防本部 

① 日 時 平成２７年７月２８日（火） 

１４時３０分～１６時３０分まで 

② 対応者 菊川市消防本部 消防長 坂部 浩之 様 

   〃    警防課長 稲垣 裕次 様 

〃    警防課主幹 大柳 正徳 様 

〃    警防課警防係 永田 裕司 様 

③ 視察内容 

 ア 挨 拶 
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泉州南消防組合議会 議長 庄司 和雄 

菊川市消防本部 消防長 坂部 浩之 様 

   イ 出席者紹介 

泉州南消防組合（泉州南広域消防本部議会担当） 

菊川市消防本部（菊川市消防本部警防課） 

ウ 菊川市消防本部の概要について 

菊川市消防本部 警防課長 稲垣 裕次 様 

エ 新庁舎、訓練棟及びヘリポート見学 

菊川市消防本部 警防課主幹 大柳 正徳 様 

〃 警防課警防係 永田 裕司 様による説明 

 

④ 質疑応答 

Q1：様々な工夫をされているが、他の施設を参考にしているのか。 

A1：志太消防本部や近隣の他の消防本部の施設を参考にした。しかし、費用

が掛かりすぎる部分については、できるだけ費用を抑えるよう職員で知恵

を出し合い工夫した。 

Q2：広い管轄面積を１本部１署体制でカバーできるのか。また、特に出動件

数の多い救急についてはどのように対応しているのか。 

A2：消防署を建設する際に交通事情を勘案したうえで、できるだけ市の中心

部に建設した。今後、住民のニーズに答えれるように署所の配置は検討し

ていく予定です。 

Q3：火災件数が少ないのは何故か。 

A3：この地域は放火件数が少ないからです。 

Q4：消防署を建設する際に反対はなかったのか。 

A4：近隣住宅に配慮しながら市の中心部に建設したことで反対はなかった。 

Q5：女性消防団を結成することによるメリットは。 

A5：女性消防団は、資格を取得したうえで救命講習を開催している。女性な

らではのきめ細かいソフトな対応が住民にうけている。 

Q6：ランニングコストを下げるために太陽光発電の導入は検討しなかったのか。 

A6：検討はしたが、導入コスト等の問題もあり設置には至らなかった。 
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【菊川市消防本部行政視察】 

 

 

 

 

 

 

 

【新庁舎、訓練棟及びヘリポート見学】 
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【２日目】 

（２）志太広域事務組合志太消防本部焼津消防署 

① 日 時 平成２７年７月２９日（水） 

９時３０分～１１時３０分まで 

② 対応者 志太広域事務組合議会 議長 植田  裕明 様 

志太消防本部 消防長 西尾 正巳 様 

   〃   消防次長 平口 恭利 様 

〃   総務課長 山田 広幸 様 

〃   警防課主幹 増田 好憲 様 

③ 視察内容 

 ア 挨 拶 

泉州南消防組合議会 議長 庄司 和雄 

志太広域事務組合議会 議長 植田  裕明 様 

   イ 出席者紹介 

志太広域事務組合（志太消防本部警防課） 

ウ 焼津市・藤枝市（志太消防本部管轄）の概要について 

志太消防本部 警防課主幹 増田 好憲 様 

エ 志太広域事務組合志太消防本部及び静岡県の消防救急広域化について 

志太消防本部 総務課長 山田 広幸 様 

オ 消防防災センター、高機能通信指令センター及び訓練センター見学 

志太消防本部 総務課長 山田 広幸 様 

〃   警防課主幹 増田 好憲 様による説明 

 

④ 質疑応答 

Q1：学習センターの運営に掛かる維持管理費用について、具体的にどのよう 

にして費用を抑えているのか。 

A1：運営に掛かる維持管理費用については、負担割合により両市で按分して

いる。特に費用の掛かる特殊機材の保守については、できるだけ近隣の業

者を探し、対応することで保守コストを抑えている。また、受付職員につ

いてはシルバー人材センターにお願いすることで、人件費についても抑え

られていると考えている。 

Q2：消防事務を含めた複合一部事務組合の中で、予算編成での問題点はあり

ますか。 

A2：消防の枠というのはないが、市構想全体として前年度を上回らないよう

な予算編成で調整している。また、消防業務の一部事務組合によるスケー

ルメリットをいかし、効率化・合理化をはかり財政的な緊縮に努めている。 

Q3：複合一部事務組合より、市町村合併したほうが効率化が図れるのでは。 

A3：様々な問題があるので合併には至っていません。 
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【志太広域事務組合志太消防本部焼津消防署行政視察】 

 

 

 

 

 

 

 

【消防防災センター、高機能通信指令センター及び訓練センター見学】 
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